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問
総
務
省
栃
木
行
政
監
視
行
政
相
談

セ
ン
タ
ー

　

０
２
８（
６
３
４
）４
６
８
０

問
情
報
政
策
課　

本
６
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
０
０

水
道
管
の
洗
管
作
業
の
実
施
に
つ
い

て　
消
火
栓
な
ど
を
使
用
し
た
際
の
流

速
変
化
に
よ
る
に
ご
り
水
の
発
生
を

な
く
す
た
め
に
、
水
道
管
の
清
掃
作

業
を
実
施
し
ま
す
。
作
業
中
は
に
ご

り
水
が
出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

水
道
の
利
用
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
11
月
13
日
㊊
～
17
日
㊎
午

後
11
時
～
午
前
５
時
予
定

●
場
所
　
新
富
町
全
域
、
中
央
１
丁

目
一
部
、
元
町
１
丁
目
、
元
町
２

丁
目
一
部

問
上
下
水
道
課　

本
５
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
１
３

動
物
の
死
体
を
見
つ
け
た
ら

　

市
道
や
公
園
、
河
川
な
ど
、
公
共

の
場
所
で「
動
物
の
死
体
」を
見
つ
け

た
場
合
は
、
各
管
理
者
も
し
く
は
生

活
環
境
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

個
人
の
庭
や
畑
、
地
域
で
管
理

す
る
用
水
路
な
ど
に「
動
物
の
死

体
」が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
管
理
者
が
片
づ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

個
人
で
の
処
理
が
困
難
な
場
合

は
、
清
掃
事
業
者
な
ど
に
ご
相
談
く

だ
さ
い（
費
用
は
各
管
理
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
）。

　

な
お
、自
身
の
管
理
地
に
あ
る「
動

物
の
死
体
」を
む
や
み
に
道
路
な
ど

に
投
棄
す
る
と
、
不
法
投
棄
と
み
な

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課　

本
２
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
０
６

毎
年
10
月
は
全
国
不
正
軽
油
撲
滅
強

化
月
間
で
す

　

不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
引
取
税
の

脱
税
を
目
的
に
、
軽
油
の
代
替
燃
料

と
し
て
灯
油
や
重
油
を
混
和
す
る
な

ど
し
て
使
用
す
る
も
の
で
す
。

　

知
事
の
承
認
を
受
け
ず
に
自
動
車

の
燃
料
と
し
て
灯
油
や
重
油
を
使
用

す
る
な
ど
、
不
正
軽
油
に
関
わ
る
者

は
、
す
べ
て
罰
則
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

　

不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
は
、
栃

木
県
税
事
務
所
ま
た
は「
不
正
軽

油
１
１
０
番
情
報
提
供

フ
ォ
ー
ム
」に
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

問
栃
木
県
税
事
務
所
軽
油
引
取
税
調

査
担
当

　

０
２
８
２（
２
３
）３
８
６
２

相
続
・
遺
言
な
ん
で
も
休
日
相
談

会
＆
講
演
会

●
日
時　

10
月
29
日
㊐
午
前
10
時
～

午
後
３
時

●
場
所　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ（
宇

都
宮
市
若
草
１
‐
10
‐
６
）

●
内
容　

相
続
登
記
義
務
化
に
伴
う

法
務
局
、
公
証
人
、
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
相
続
、

遺
言
お
よ
び
土
地
の
境
界
に
つ
い

て
の
無
料
相
談
と
講
演
会

●
費
用　

無
料

●
申
込
方
法　

左
記
へ
電
話
で
申
し

込
み

※
詳
細
は
宇
都
宮
地
方

法
務
局
ｈ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
申
宇
都
宮
地
方
法
務
局
総
務
課

　

０
２
８（
６
２
３
）０
９
１
１

図
柄
入
り
那
須
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
交
付
開
始
日
が
決
定
し
ま
し
た

●
交
付
開
始
日
　
10
月
23
日
㊊

※
詳
細
は
市
ｈ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
図
柄
入
り
那
須
ナ
ン
バ
ー
導
入
実

行
委
員
会（
那
須
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
管
理
課
）

　

０
２
８
７（
６
５
）３
６
１
１

公
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

　

不
要
に
な
っ
た
公
有
財
産
を
売
却

し
ま
す
。

●
参
加
申
込
期
間　

10
月
20
日
㊎
午

後
１
時
～
11
月
７
日
㊋
午
後
２
時

●
入
札
期
間　

11
月
21
日
㊋
午
後
１

時
～
28
日
㊋
午
後
１
時
ま
で

※
詳
細
は
市
ｈ
、
ま
た
は
Ｋ
Ｓ
Ｉ
官

公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ｈ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
総
務
課　

本
６
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
９
５

10
月
16
日
～
22
日
は
行
政
相
談
週
間

で
す

　

総
務
省
で
は
、
10
月
16
日
㊊
～

22
日
㊐
ま
で
の
一
週
間
を「
行
政
相

談
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。
関
連

事
業
と
し
て
、
大
田
原
市
担
当
の
行

政
相
談
委
員
が
大
田
原
市
産
業
文
化

祭
の
会
場
に
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
11
月
４
日
㊏
・
５
日
㊐

　

両
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所
　
県
北
体
育
館　

メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ

※
毎
月
の
行
政
相
談
開
設
日
時
に
つ

い
て
は
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ＫＳＩ官公庁
オークション

※財源確保のため、有料公告を掲載しています。

10
月
16
日
～
22
日
は
行
政
相
談

週
間
で
す

公
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

水
道
管
の
洗
管
作
業
を
実
施
し

ま
す

「
動
物
の
死
体
」を
見
つ
け
た
ら

毎
年
10
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全
国
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軽
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撲

滅
強
化
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な
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休
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相

談
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10
月
は
正
し
い
犬
の
飼
い
方
強
調
月

間
で
す

　

飼
い
主
は
、
犬
を
飼
う
上
で
次
の

項
目
を
守
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

①
飼
っ
て
い
る
犬
を
市
に
登
録
し
、

鑑
札
を
首
輪
に
付
け
る

②
毎
年「
狂
犬
病
予
防
注
射
」を
受
け

て
、
注
射
済
票
を
首
輪
に
付
け
る

③
放
し
飼
い
を
せ
ず
、リ
ー
ド
で
つ

な
ぐ
か
柵
内（
屋
内
）で
飼
う

④
散
歩
の
際
は
、
必
ず
リ
ー
ド
を
付

け
、
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
る（
公

園
な
ど
で
も
）

⑤
無
駄
吠
え
な
ど
で
他
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う「
し
つ
け
」を
す
る

⑥
全
て
の
こ
と
に
責
任
を
も
っ
て
犬

を
飼
う

　

犬
を
飼
う
と
い
う
こ
と
に
は
、
犬

の
命
を
預
か
る
責
任
と
共
に
社
会
に

対
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
マ
ナ
ー

を
守
り
、
責
任
の
あ
る
飼
い
方
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
飼
い
犬
を
む
や
み
に
傷
つ

け
た
り
、
衰
弱
さ
せ
た
り
す
る
な
ど

の
虐
待
や
、
飼
い
き
れ
な
く
な
っ
た

と
い
う
理
由
で
犬
を
遺
棄
す
る
こ
と

は
法
律
に
違
反
し
ま
す
。
犬
も
人
と

同
じ
命
あ
る
動
物
で
大
切
な
家
族
で

す
。
無
責
任
な
飼
い
方
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

そ
の
他
、
飼
い
犬
が
み
だ
り
に
繁

殖
し
、
適
正
な
飼
育
が
困
難
と
な
ら

な
い
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
避
妊
お
よ

び
去
勢
手
術
を
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
市
で
は
犬（
猫
）の
避
妊

手
術
費
お
よ
び
去
勢
手
術
費
の
補
助

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

飼
い
主
の
責
務
を
果
た
せ
な
い
場

合
に
は「
狂
犬
病
予
防
法
」「
動
物
の

愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」「
栃

木
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
」に
基
づ
き
、
厳
し
い
罰
則

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
理
解
し
、
正
し
い
飼
い
方
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

※
犬
の
新
規
登
録
お
よ
び
転
入
・
死

亡
・
譲
渡
な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
、

生
活
環
境
課
ま
た
は
各
支
所
に
て

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
犬
の
各
種
手
続
き
・
避
妊
お
よ
び
去

勢
手
術
費
補
助
金
に
関
す
る
こ
と
】

問
生
活
環
境
課　

本
２
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
８
３
２

【
犬
の
飼
い
方
に
関
す
る
こ
と
】

問
栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

　

０
２
８（
６
８
４
）５
４
５
８

自動車事故被害者への支援制度について 独立行政法人自動車事故対策機構栃木支所
０２８（６５１）２７０１

　国土交通省所管の独立行政法人自動車事故対策機構
（略称N

ナ ス バ
ASVA）では、自動車事故被害者に対して、様々

な被害者支援制度を行っています。
1重度後遺障害者介護料支給制度
　自動車が関係する事故により、脳、脊髄、胸腹部臓
器を損傷し、重度後遺障害の程度および介護にかかっ
た経費に応じて次の額が支給されます。
●対象者・支援内容
・最重度の方…月額 85,310 円～ 211,530 円
・常時要介護の方…月額 72,990 円～ 166,950 円
・随時要介護の方…月額 36,500 円～ 83,480 円
2交通遺児等生活資金貸付制度
　保護者が自動車に関係する事故で死亡または後遺障
害を残すこととなった中学校卒業までの子どもに対
し、無利子で生活資金を貸し付けます。
・貸付一時金…155,000 円
・月額…10,000 円または 20,000 円
・入学支度金…44,000 円

●返還方法　中学校卒業後 20 年以内の均等払い。高
校・大学などへ進学した場合は在学期間中返還猶予。
※その他、（公財）交通遺児等育成基金より越年資金な
どの支給金も受けられます。
3療養施設の設置・運営
　自動車が関係する交通事故により、脳を損傷し、重
度の後遺障害（遷延性意識障害）を負われた方で、所
定の入院要件に該当する方を対象とする入院施設
（NASVA 療護センター）の設置と運営を行っています。
また、同センターに準じた委託病床も設置しています。
①長期入院（一般入院）
　最大概ね３年の入院期間中、一人一人に合わせた
治療やリハビリなどを行い、退院後の生活に向けた
サポートを行います。
②短期入院
　NASVA 療護センターおよび委託病床の退院者を含
め、在宅介護を支援するため、短期入院も受け入れ
ています。

※財源確保のため、有料公告を掲載しています。
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